
４．ＱＢⅡセグメントと高速施工システム 

本工事では、陸上部分（約 400ｍ）には「曲がりボルト式セグメント」を使用し、海域部分（約 8600ｍ）については高速掘進対応として「ＱＢⅡセグメント」を採用しています。 

本セグメントは、リング間にはＤＳ継ぎ手と呼ばれるピン継ぎ手をセグメント間にはコンクリート面同士のみで接合する突合せ継ぎ手を採用し、完全ボルトレス化を図ったことが最大の

特徴です。また、セグメントテール内にエアージャッキによるセグメントリングサポート装置を装備し、組み立てられたセグメントを地山に出る前にシール材を圧縮することで、覆工の品

質を確保するとともに、セグメントピースの位置合わせ時間の短縮を図りました。また、ボルトを締結する必要がないという完全ボルトレスセグメントの特徴を生かし、エレクターのスラ

イドによるリング間継ぎ手の締結、エレクター供給テーブル方式の採用、ジャッキの引き速度の高速化等、今まで生じていたアイドルタイムを省くことで、今までに比較して大幅なセグメ

ント組み立て時間の短縮を図りました。セグメント幅は坑内での取り扱いが可能な最大幅 1.35ｍとしました。 

セグメントの搬送は、地上セグメントヤードから立坑下までは全自動搬送システムを採用するとともに、坑内を走行するバッテリーカーは長距離運転時のヒューマンエラーの防止を図る

ため、全自動運転とし、11ｋｍ/ｈの高速運転を行いました。更に切羽においては、6リング分のストックが可能な設備とするなど、各所に十分な余裕を設けることで搬送設備のトラブルが

掘進に直接影響しない設備としました。また、泥水輸送設備、泥水処理設備等の後方設備は全断面砂、粘土のどちらにおいても対応可能な能力を確保し、これらの設備のメンテナンスを計

画的に行うことで、高い稼働率を維持し、安定した高速掘進を行いました。 
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